
早稲田大学大学院文学研究科 2007年度以降入学者 

「公認心理師試験修了証明書・科目等履修証明書」対象科目一覧 

 

大学院における必要な科目 

I 

１ 保健医療分野に関する理論と支援の展開 

精神病理学１，２（2007，2008年度は「精神病理学」） 

神経生理学研究１，２（なお神経心理学研究２に関しては 2014 年度後期を除く。2007，

2008年度は「神経生理学研究」） 

心理学研究（２）（2007，2008年度・心身医学） 

心理学研究３，４（心身医学総論・各論） 

心理学特論４（2017年度・EMDRによるトラウマ回復支援） 

心理学特論４（2014年度・思春期・青年期の心理と精神病理） 

心理学特論３（2013年度・認知神経心理学） 

心理学特論（４）（2007年度・認知神経心理学） 

 

２ 福祉分野に関する理論と支援の展開 

心理学研究１１ 乳幼児の発達・問題関係 

心理学研究（６）（2007，2008年度）乳幼児の発達心理学 

心理学演習２－１，２－２ 乳幼児の発達・問題関係 

 

３ 教育分野に関する理論と支援の展開 

心理学研究１１、１２（12に関しては 2007年度～2010年度まで） 

心理学特論３（2016年度）感情心理学 心理学特論１（2015年度）知覚発達 

心理学特論３（2010年度）応用行動分析学 

心理学特論２（2008年度前期）応用行動分析 

心理学演習２－１、２－２（2007，2008年度は心理学演習（２）とする） 

心理学演習３－１、３－２（2014年度以降）人格・教育・発達 

心理学演習４－１、４－２（2009、2010 年度。2007、2008 年度は心理学演習（４）とす

る） 

 

４ 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 

心理学研究１３（2015年度以降）非行・犯罪 事例と介入 

心理学演習１２－１，１２－２ 非行・犯罪へのアプローチ 

 

５ 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 



心理学研究２（～2013年度でストレスをテーマとした者に限る） 

心理学特論２（２０１７年度）睡眠と精神症状・健康 

心理学特論２（2015年度）職場のメンタルヘルス 

心理学特論１（2013年度）睡眠心理学（睡眠と仕事） 

心理学特論２（2012年度）リスク問題 

心理学特論４（2012年度）産業保健心理学 

心理学特論３（2011年度）眠りと情動の心理学 

心理学特論１（2010年度）職場のメンタルヘルス 

心理学特論（３）（2007年度後期）企業と心理学 

心理学演習（５）職場ストレス（2007年度） 

 

 

II 

６ 心理的アセスメントに関する理論と実践 

心理学研究１２（2012年度以降）心理的アセスメント 

心理学研究１３（～2012年度まで）心理的アセスメント 

心理学研究（７）（2007，2008年度前期）心理アセスメント 

心理学特論１（2012年度・PAC分析） 

心理学特論（１）（2007年度前期・質問紙調査法と研究デザイン） 

 

７ 心理支援に関する理論と実践 

心理学研究１３（2015年度以降） 

心理学研究１４ 認知行動療法の理論と技法 

心理学研究（７）（2007，2008年度後期）認知行動療法の理論と技法 

心理学演習４－１，４－２（2011 年度まで。行動分析と行動変容をテーマとしたものに限

る） 

心理学演習６－１，６－２（2007，2008年度は心理学演習（６）とする）認知行動療法を

主軸とした介入と適応症状 

 

８ 家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践 

心理学演習５－２（2011年度）配偶および養育行動を中心とした心理的適応 

心理学特論３（2017年度・臨床社会心理学における対人行動） 

 

９ 心の健康教育に関する理論と実践 

心理学研究１（2016年度まで）身体・動作の力学と健康・臨床における意味 

心理学特論２（2017年度）睡眠と精神症状・健康 



心理学特論１（2013年度）睡眠心理学（睡眠と健康） 

心理学演習１－１，１－２（2016年度まで。2007、2008年度は心理学演習（１）とする）

健康心理学 

心理学演習５－１，５－２ ストレスと適応の心理学・高齢者心理学 

心理学演習３－１，３－２（2009年度。2007、2008年度は心理学演習（３）とする） 

心理学演習（５）（2008年度） 

 

III 

１０ 心理実践実習 

心理学演習５－１、５－２ 

心理学演習６－１、６－２（2007，2008年度は心理学演習（６）とする） 

心理学演習１２－１、１２－２（2007，2008年度は心理学演習（１２）とする） 

上記科目を心理実践実習に対応すると認めるにあたっては、指導教員の指導のもと、関連

施設で実習が実施されたことを証する文書が、指導教員名で提出された場合に限る。 


